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るとともに、他方でそこになお残 されていると考え られ る問題点を指摘して批判的に考察 し
た。そして最後に(終章)、「資本蓄積論と労働力r商品』」で、筆者の考える、資本の歴史性
を解 くにあたってのキーポイントである労働力の独特の商品性にっいての問題点を展開する



























































商品との交換に媒介 されていない商品生産の所有の内容であるという規定 と、他方 で商品生
産の流通表面における所有表象を規定 したものであるとの、二面的な規定がマルクスに認め
















従来の研究は、過剰人口の形成を資本の有機的構成の高度化から理解 してきた。 しか しそ
れは根低か ら問い直されなければならない。それは資本の構成高度化がなければ過剰人口の


















































つ、 「窮乏化.」とは、労働者の 「暮 し向き」に関わる規定ではなく、何よりも資本による
賃労働の専制支配に関わる生産関係的規定であり、賃労働者の階級的本質を表現するもの



















資本の生産 ・再生産過程を解明す るうちに自ずと明 らかにされるべき筈の ものである、と
いうのが本章の主旨である。
第7章 「資本蓄積論と相対的過剰人口論の問題」では、相対的過剰人口の形成を資本の









終章 「資本蓄積論 と労働力r商 品』」では、マルクスの資本蓄積論が、資本存在の必然




















の検討 も必要であろう。 しかし、資本の歴史性の解明の一契機 として、擬制的商品たる労
働力の特異な商品性に着目し、これを軸点にしてマルクス資本蓄積論の再構成の可能性を
展望 している点で、本論文は高く評価することができる。
以上により、本論文は経済学博士論文 として合格と判定する。
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